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川西まちづくりワークショップ・第２回(平成23年9月10日)のまとめ(案) 

 
○総合計画の構造とライフシーン別目標 

 総合計画の構造は概ね下図に示すとおりであり、都市像を実現する手
段として 12のライフシーンの目標があり、ライフシーンの目標を実
現する手段として 60程の施策があります。 

 階層が上がると数が少なくなり、下の階層のいくつかの内容をくくっ
た新たに表現になります。このため、上の階層ほど抽象的な内容にな

り、下の階層へ行くほど具体的な内容になります。 
 

◆階層性の計画の構造◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ライフシーン別目標の検討手順 

 一般的にライフシーンの目標は、極端に言えば市民の数だけあります。 
 しかし、個人的または特殊な事情を一旦横に置いて、多くの人が共有
できるものに絞り込んでいくと、ライフシーンの目標は収束すると考

えられます。 
 前回のワークショップにおいて、皆さんに検討していただいた目標
（個人的で特殊な目標はありませんでしたが）を、なるべく多くの人

が共有できるものとなるよう、次ページ以降のように再構築してみま

した。 
 今後、委員会や審議会の検討を経て、新たな総合計画に掲げる目標を
決めていきます。次ページ以降の目標の案は、そのたたき台となるも

のであり、仮のものです。ワークショップの記録、アンケート結果な

どを踏まえた今後の審議の中で修正されていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

都市像
【１】

生活のテーマ
とライフシー
ン別目標

【１２】

具体的取組
（施策）

【６０程度】

目標 

手段 

抽象的 

具体的 

目標 

手段 
まちづくりワー

クショップの検

討内容を反映 

ワークショップによるライフ

シーン別目標の検討 

委員会や審議会によるライフ

シーン別目標の検討 

最終決定（今後 10 年間のライ
フシーン別目標の設定） 

ワークショップの記録、

市民アンケートなど 

パブリックコメント、懇

談会・説明会など 
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『安らぐ』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 ニュータウンの高齢化により社会不安が高まる中で、安心して暮らせる環境が整ったまちが望まれています。 
 そのためには、医療・福祉の施設やシステムが充実していることはもとより、コミュニティや世代間の交流・互助によって、日常生活における暮らし
の安心感を得られることが重要ではないかという意見が聞かれました。 

【ライフシーン『安らぐ』の目標】 
核家族化と高齢化の進行、地縁型コミュニティの衰退は、日常生活における安心感をより高めたいという市民の思いとして現れています。そのために

は、市民病院を核とした医療システムの充実、福祉施設の活用を進めるとともに、世代間とコミュニティの交流により、心の充足が健康と生きがいを生

み出すまちをめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

やさしさがつむぐ、

穏やかでいきいき暮らせるまち

絆のあるまち

福祉コミュ
ニティをさ
らに充実さ
せていく

実態に合
わせた介
護サービス
の充実

穏やかに

くらせるまち

市民病院
の充実、医
療機関の
連携

中央北地
区を森にす
る、安心し
て集える施
設を作る

みんなでつくる
人を大切にす
るやさしいまち

コミュニティ
ーが充実し
たみんなに
やさしいま
ち

障がい者
や子育て
支援の充
実

高齢者に

やさしいまち

医療福祉
の改善

高齢弱者
の救済

ずっとイキイキ
生活できる街

ＰＲ等を通
じて高齢者
施設、ケア
システムの
有効活用

世代内、世
代間の交
流を活発に
する

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 
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『備える』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 災害や犯罪などが比較的少ないことから、市民の防災・防犯に対する意識があまり高いとは言えないという意見が聞かれました。 
 しかし、異常気象の頻発や犯罪の複雑化・広域化など、市民生活を脅かす要因はぬぐいきれないため、より安全・安心な環境が求められています。 
【ライフシーン『備える』の目標】 
安全・安心なまちをより充実するため、市民一人ひとりの意識向上により、防災・防犯に対して事前に備えるとともに、マナーやルールの遵守により

事故を未然に防止するなど安全・安心のまちをめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

お互いの思いやりと助け合いが築く
安全・安心のまち

防災力のある
まち

市民との災
害・病院等
の情報共有

化

生活道路の
整備

災害と治安に
強いまち

治安に対す
る意識が高
い市民を増
やす

市民一人一
人が災害時
にすべきこ
とを理解し
ている

みんなで作る
安全・安心な

まち

治安が良く
みんなで安
全を守るま
ち

車重視から
人重視への
道路へ

お互いを思い
助けあえる

まち

防災意識の
向上

人と人との
つながりを
つくる

みんなで創る
安心のまち

交通、防災、
防犯に対す
る個々の意
識向上

公共交通機
関の向上

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 
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『守る』  
【ワークショップ意見の特徴】 
 川西市が豊かな自然に恵まれていることを生かし、市民の自然環境に対する意識を高める必要があります。 
 美しいまちを維持するため、ごみを捨てない、捨てられない環境づくりが重要です。 
【ライフシーン『守る』の目標】 
川西市は豊かな自然と美しい街並みに恵まれています。このまちの魅力をさらに高め、次世代に引き継いでいくため、市民が創り、市民が守る機運を

醸成し、美しいまちづくりをめざします。 
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みんなで創り、みんなで守る
自然と街並みがうつくしいまち

生活していて

気持ちの良い

まち

自然環境
の保全

ゴミ捨て、
モラルの
向上

ゴミ０宣言の

まち

市民の

モラルの

向上

ゴミ減量
意識を徹
底する

みんなで守る
自然豊かな

まち

豊かな

自然をみ
んなで守
り続ける

自然への
意識の高
いまち

みんなでつくる
美しいまち

団体同士
の連携を
強化して
いく

緑を守り
増やし美
しい街並
を

美しい自然を
活かすまち

環境学習
のさらな
る推進

美化意識
の向上

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 


